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曽我小学校 

保健室 

寒さも増し、体調をこわしやすい季節になってきました。曽我小学校の中でも鼻水が出ていたり、

咳をしていたりする児童の姿を目にするようになってきました。 

感染症もはやり始める時期です。早めに寝ることで体力の回復に努めるようにお願いいたし

ます。 

 

先日、中休みに外から帰ったあと手を洗っているか尋ねたところ、半数以上     

の児童が手を洗わずに授業に参加していることがわかりました。また、手を洗 

っている児童のなかにも、ハンカチを持っていない人が多くいました。 

 インフルエンザやノロウイルスなどの感染症を防ぐためにも、正しい手洗い 

を行うことは大切です。外から帰ってきたあと、トイレに行ったあと、食事の 

前には、必ず手を洗う習慣をつけ、洗った手は必ず清潔なタオルやハンカチで 

拭くようにご家庭でも声かけをお願いします、清潔に過ごす習慣を身につけましょう。 

 
冬場になると大活躍する使い捨てカイロや湯たんぽ。寒くなってきて、使っている人も多いので

はないかと思います。これらをあまり熱くないからといって皮膚に近いところにずっとおいておく

と、『低温やけど』というやけどをする危険性があります。低温やけどをしないためにも長時間同じ

場所を温め続けないようし、皮膚に直接当たらないようにして使い捨てカイロや湯たんぽの使い方

に気をつけしましょう。 

低温やけどは長い時間を掛けてゆっくりと皮膚の深いところまで壊していきます。あまり痛くな

くても治るまで時間がかかる場合もありますので、病院を受診することをお勧めします。 

ほけんだより 

ハンカチをポケ

ットに入れてお

きましょう。 

 

低温やけどに注意しよう！ 


